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医療法人  聖愛会  

松山ベテル病院  

松山ベテル病院 ホスピス病棟 
〒７９０－０８３３ 

 松山市祝谷６丁目１２２９番地 

ＴＥＬ ０８９（９２５）５０００ 

ＦＡＸ ０８９（９２５）５５９９ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.bethel.or.jp/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

おととし、１０月頃、中橋院長先生が書かれた、愛媛新聞の記事を拝見して

間もなく、９０歳の母が舌癌のⅣ期との診断を受けました。悩み、相談し、病状

や年齢、母の意向もあり、積極的な治療はせず、在宅で生活し、最期はできれば

自宅で…ということに決めました。 

記事を思い出し、主治医に松山ベテル病院行きを相談、ベテル病院にも電話し、

翌日、予約なしで押しかけました。忙しい中あたたかく対応・案内してください

ました。帰る時には、お世話になろうと決めていました。今、思うのですが、

母の為というより、自分の為だったように感じます。僕の方がより癒されました。 

 母は、テレビ番組の「おしん」の世代で、我慢して、我慢して、また我慢して

という生き方で、自分のことは後にして、という人でした。親孝行せずじまい、

せめて残された時間だけは穏やかにと、願うばかりでした。逝くまでに３度

お世話になったのですが、母の、家に居たい気持ちが強く、１～２週間の短期に

なってしまいました。病院の皆さんには、さぞ、忙しい思いをさせたことで

しょう。ごめんなさい。 

病棟の皆さんにも、よくしていただき、ゆったりと過ごさせてもらいました。

担当になってくれた看護師さんが、田舎者の我が親子と波長が合うというか、

母は孫にでも会っているような感じで、いい顔をしていたのを思い出します。

この事だけでも、ベテル病院でよかった。先生も御自身の父上の辛い経験を話し

て励ましてくださいました。 

 母は、昨年の夏、自宅で天国へ行きまし

た。新聞記事から始まった今回のことは、

不思議でした。希望したように事が運び、

ありがたいことが続きました。全ての方々

に感謝申し上げます。 

 今、辛く苦しい状況にある方々が、少し

でも穏やかになられるよう祈ります。 
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病室へのティーサービスにご奉仕くださる方、病棟のお花やベランダの園芸の 

お世話をしてくださる方、チャペルでのレクレーションにご協力くださる方等々。 

※「聖愛会ボランティア説明会」（無料）の受講が必要です。心身ともに健康な成人

で、定期的・継続的に活動いただける方の問い合わせをお待ちしております。 

TEL：(089) 925－5000 FAX：(089) 925－5599 E-mail：volunteer@bethel.or.jp 

ボランティア委員会（担当：森） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ホスピス献金は、ホスピス病棟や難病病棟の援助等、(医)聖愛会の 
諸活動の援助の為に(医)聖愛会に寄付として頂いております。 

皆様方の暖かいご支援をお願い申し上げます。 
    

★ 現金送金 ★  

〒790－0833 松山市祝谷 6 丁目 1229 番地 

    松山ベテル後援会（松山ベテル病院内） 

★ 郵便振替口座 ★ 

口座番号：01610－2－25364  名義：松山ベテル後援会 

 ※「ホスピス献金」として献げる旨と「金額」をご記入ください。 
 
 
 
編集後記 
 このたび、東日本大震災で被害を受けられた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。 
被災地の報道を見るたびに胸が痛くなります。自然の驚異を目にして、ただ言葉を失いました。私た

ちにできることは何か・・。今ここにいる患者様、ご家族の思いに寄り添いケアすること、毎日を大切
に生きることではないかと思っています。誰もが安心して過ごすことができる日が来ることを願ってい
ます。その日まで一歩一歩進んでいきましょう。 

一刻も早い復旧を心からお祈り申し上げます。       編集委員会：竹内、西原、宍戸、山田 

ボランティア募集しています！！ 

－５－ 

2011 年 4 月発行 


